
◆実車ガイド
・ タキ19550形は液化イソブチレン用の高圧ガスタンク車で、同時期に製造

されていたタキ18600形と共通の構造を持っていました
・ 2両製造された同型のうち、1993年製造のタキ19551は台車がグレーに

なっていたのが特徴で、2008年頃まで活躍しました

※写真は実車でイメージです 実際の製品仕様と異なる場合があります 【文責：トミーテック】
◆製品化特徴

・ タキ19550形のうちグレー台車を装備した19551番を再現 <特記事項>
車番・標記類は印刷済み ・ 金型の都合により一部実車と異なります

・ 常備駅は｢郡山｣を印刷済み
・ タンク体は中央下部に補強リブの入った車両を再現

グレー台車枠、銀色車輪採用

セット両数 1 両

予価

日本石油輸送商品化許諾済

◆実車ガイド
・ ヨ8000形は従来使用されてきた車掌車・有蓋緩急車置換えのため1974年

に登場した車掌車で、コキフ50000形の車掌室をベースとした形状と
なったのが特徴です

・ 国鉄末期の車掌車連結廃止後も少数が残り、主に特大貨物列車や一部の
甲種輸送に連結され活躍しています

※写真は実車でイメージです 実際の製品仕様と異なる場合があります 【文責：トミーテック】
◆製品化特徴

<共通> <8767>
・ 黒色車輪採用 ・ ＪＲ線や臨海鉄道線などで見られる特大貨物列車・甲種輸送列車に
・ 車番・標記類は印刷済み 使用される姿をイメージしたセット
・ <8766> ・ テールライト・室内灯は非点灯
・ 国鉄時代をイメージした姿で再現 ・ 反射板パーツ付属 ・ 車番は「ヨ8402・8404」を印刷済み
・ 新集電機構採用 ・ 所属表記は「東ウタ」印刷済み
・ テールライト、室内灯は点灯式で常点灯基板装備 ・ ミニカーブ通過可能(ミニカーブ通過可能機関車との連結の場合）
・ ミニカーブ通過可能(ミニカーブ通過可能機関車との連結の場合） ＜特記事項＞
・ 車番は「ヨ8629」を印刷済み ・ <2702>は生産中止となります

セット両数 1 両

予価

セット両数 2 両

予価

ＪＲ貨物承認済

ⒸTOMYTEC ※製品は、実車の型式・仕様とは異なる場合もありますのでご了承をお願いいたします。　※イラスト・写真などは製品と一部異なる場合があります。

トミックスインフォメーション

タキ19550
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クリアケース

(税込)

ヨ8000

¥3,960

¥5,610 (税込)

クリアケース

原産地 日本 パッケージサイズ パッケージ形態

発売月 2025年10月 JANコード 4543736087663

115×30×65mm

品番 8766 品名 国鉄貨車 ヨ８０００形

(税込)

原産地 日本 クリアケースパッケージサイズ 180×30×65mm パッケージ形態

品番 8767 品名 ＪＲ貨車 ヨ８０００形（ＪＲ貨物仕様・２両セット）

発売月 2025年10月 JANコード 4543736087670

原産地 日本 パッケージサイズ 225×30×65mm パッケージ形態

POINT
<98563>のヨ8709の構造を基にリニューアル！

<8766>はテールライト・室内灯点灯仕様で

新集電機構採用

<8767>はテールライト・室内灯非装備とし

近年の貨物列車に連結される際の姿をイメージ！

タキ29300
ガソリン用タンク車と比べて短い車体が特徴で

東海道本線沿線にも出入りしていました

また本形式以外にも同じような車体の短い

タンク車は多く存在したため、それらに見立てて

遊ぶのもオススメ！

タキ5450
氷見線の能町・伏木にも出入りしていました

模型で楽しむ、ありし日の貨物列車…

タキ19550形は2008年頃まで主に神奈川臨海鉄道の浮島町駅～氷見線伏木駅の間を東海道本線・北陸本線を経由して輸送されていました。

国鉄時代のヤード輸送廃止後も化成品輸送を中心とした行き先の異なる貨車を輸送するための専用貨物列車が残されており

本形式も輸送の道中で様々な貨車と連結されての活躍が記録されています。

東海道本線のけん引機・EF65
2000年代は川崎貨物～笠寺間を主に

新鶴見機関区のEF65形がけん引

笠寺～米原はEF65-0やEF66も

使用されました

北陸本線のけん引機・EF81

氷見線のけん引機・DE10
※氷見線で活躍したDE10は

製品とは形状が一部異なります コキ50000・ワム80000
主に製紙工場や化成品工場へ出入りする

車両が連結されました

シルバーのタキ29300は東海道・北陸本線では

見られませんでしたが、よく似た姿のタンク車が

頻繁に連結されていました

JR化後は特大貨物列車や一部の甲種輸送で使用

回送の際には通常の貨物列車編成に組み込まれ

走行する機会があります

最後尾に連結される際も後部反射板を掲示して

テールライトが非点灯となるケースが多くなっています


